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令和３年度東京都立三田高等学校  学校経営計画 
Have Wings  And  Fly  High ! - 教養・探究・立志そして世界へ - 

 目指す学校＜教養・探究・立志そして世界へ＞ 

（１）学校の教育目標＝教養人・リーダー・開拓

者の育成 

（２）目指す生徒像＝自律・自学・チーム三田の力

で高い志の進路実現 

（３）学校の教育目標を達成するための基本方針 

ア 幅広くしなやかな知性と潤い豊かな感性をも

つ教養人 

イ 自主・創造の意欲と忍耐力・協調性との調和の

とれた高い徳性をもつリーダー 

ウ 自己を厳しく律し常に進取の気概をもって社

会貢献できる開拓者 

ア 品位ある生活態度と社会性を備えた生徒（自律） 

イ 明確な目的意識をもって自ら学業に励む生徒

（自学） 

ウ 特別活動を通して学校への帰属意識を高め、進

んで切磋琢磨する人間関係を築く生徒（チーム力） 

ア 問題・課題の発見から解決に到る主体的な学びを通し、個性・独

創性の発現につながる質の高い学力を育む。 

イ 体験活動、集団活動を通して、自主・自律の心、集団や社会の一

員として自覚、社会貢献の精神を育む。 

ウ キャリア教育を通して自己理解を促し、チャレンジ精神や進路実

現に必要な資質能力を育む。 

エ 国際理解教育を推進するとともにわが国の伝統・文化に対する理

解を促し、真の国際人・教養人を育成する。 

２０３０年まで       ＊ＳＤＧｓの１７の目標と１６９のターゲットを意識した教育活動を行う。 

＊生徒・教職員全員でエシカルな行動を実践すると共に実現を図ろうとする人材を育成する。 

エシカルとは、地球環境や国際社会、またそこに暮らす全ての人々にとって、より良い行動をしようとする考え方 

２０２３年まで       ＊創立１００周年記念行事に向けて、実行委員会を立ち上げ、準備を進める。 

 組

織 
取組目標 方策 今年度の重点目標 

中

期

的

目

標

と

方

策 

全

体 

（１）「主体的な学び」の構築 

(学習指導) 

① 「三田の主体的な学び」の理念を共有し、実践する。 

② 「高い志の進路指導と国際理解教育」を実践し、グローバル

人材を育成する。 

③ 東京都教育委員会指定事業「Society5.0 に向けた学習方法

研究校」「英語教育推進校」等に取り組む。 

ア 指導教諭を核に、教科主任会を定例実施し、『林窓』に則った

「主体的・対話的で深い学び」の授業の実施（例えば、生徒が生

徒を教える授業の実施）を推進し、学力伸長と基礎体力の向上を

図る。授業では与え過ぎず、ルーブリックを活用し、思考スキル

の獲得を推進する。また、生徒一人ＰＣ１台に対応した授業及び

学習方法を研究・実践する。 

イ 国や都の教育改革・教育施策の動向を直視し、新学習指導要領

及びグランドデザインに基づいた教育課程が実践（観点別評価を

含む）できる準備をする。  

ウ 全教科で「新しい価値」を創造する探究学習に取り組む。進路

実現につながる４技能の英語の育成に取り組み、オリ・パラ教育

を活用し、国際理解教育を充実させ、レガシーとして残す。 

数値目標 ○学校評価アンケート「学習指導の満足」の生徒肯定評価８５％ 
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（２）自律・自学・チーム力によ

る高い志の進路実現 

(生徒指導・進路指導) 

① 「時を守り、場を清め、礼を正す」指導を励行する。 

② 自学自習習慣の確立を図り、目的意識をもって主体的に学ぶ

態度を育成する。 

③ 望ましい人間関係を育み、協調・協働の精神や連帯意識を涵

養し、帰属意識を高める。 

④ ＳＤＧｓを意識した進路実現を目指す。 

ア 「生活指導指針」に基づき、学校の基礎となる品位ある生活態

度、ルールとマナーを基本とした、自律性を育成する。 

イ 教科学習以外に、大学・研究機関・関連機関主催の校外活動へ

の参加を推奨し、視野を広げ、高い志を培う機会を与える。 

ウ 生徒会・HR 活動・学校行事・部活動等の組織運営について、

生徒の委員会が中心となって、生徒主体に運営する。 

エ 生徒会を中心にエシカルな行動を学校全体で実践する。 

数値目標 ○学校評価アンケート「自ら学習」の生徒肯定評価８０％ 

（３）戦略的な広報活動の展開 ① 本校の教育に理解と共感を抱く保護者・生徒の拡大を図り、

「高い志の進路指導と国際理解教育」の具現化に意欲のある生

徒の獲得を目指す。 

② 「教養・探究・立志そして世界へ」をスローガンとする国際

理解教育を積極的に発信する。 

③ 保護者、地域、都民の信頼を得る学校づくりを推進するとと

もに、保護者を含めた都民に偏差値だけではなく、「大志を実現

するために進学する」という価値観を広める。 

ア 教職員全校体制による広報活動を展開するとともに、学校説明

会等の広報活動に生徒の力を活用する。ホームページ・学校便

り・校内掲示板等を有効活用した広報活動を展開する。 

イ 生徒の（海外）修学旅行・MITAESPA・大使館訪問・ユネスコ活

動・姉妹校交流等を積極的に支援し、その成果を発表する機会を

設け、進路実現に結び付ける指導を推進する。 

ウ 保護者との連絡体制を強め、共に生徒指導・進路指導に当たる

と同時に、近隣の教育機関や行政機関等との積極的な交流を推進

し、併せて学校運営連絡協議会・学校評価アンケートの実施と分

析を通し、得られた意見を学校改善に活かす。  

数値目標 ○応募倍率２倍の維持   〇ホームページの更新の増加 

  （４）信頼に基づく安心･安全な学

校環境 

① 体罰根絶・いじめの未然防止・自殺防止に資する教育の推進

をとおして、生徒の心身の課題を早期に発し、早期に対応する。 

② 災害時等における生徒の安全確保のため、組織的かつ迅速な

対応体制を実現する。 

③ 教育公務員としての高い使命感と・倫理観をもち、服務規律

を遵守し、協働意識をもち、ライフ・ワーク・バランスを意識

して職務に取り組む。国のガイドラインを踏まえた都教委の方

針に基づいた働き方改革を推進する。 

ア 生徒の人権を尊重した教育活動を推進するとともに、体罰防

止・いじめ防止アンケートを実施し、生徒理解・発達障害の理解

に向けた研修や事例研究をＳＣや精神科医と連携して実施しな

がら、諸課題の未然防止、早期発見に努める。ＳＮＳ三田高ルー

ルの徹底を図り、いじめの未然防止を徹底する。 

イ 生徒による防災支援隊を組織し、自助・共助を育成する地域機

関と連携した全校での防災訓練、避難訓練を実施する。定期的に

校内の危険個所の点検を実施し、迅速に安全確保の対策を講じ

る。また、セーフティ教室（薬物・ＳＮＳ等）を通じて、自己を

大切にする気持ちを育む。  

ウ 教職員集団が、個人情報の管理やクリーンデスクの徹底や体罰

防止・服務事故防止研修を通し、協働意識をもって、職務に取り

組む。業務の効率化を図り、外部人材の活用や ICT機器の効果的

な活用等による働き方改革を推進する。 

   数値目標 ○学校評価アンケート「学校入学満足」の生徒肯定評価９０％   ○服務事故ゼロの維持 
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今

年

度

の

取

組 

各

教

科 

「高い志の進路実現」を支える学

習指導の展開 

① 三田高校学力スタンダードを定め、基礎基本の学力を伸長し、

生徒一人一人の進路実現を可能にする学力の定着を図る。 

② 知的探究イノベーター推進事業内容を継続させ、全学年・全

教科で「主体的・対話的で深い学び」によって、総合的かつ横

断的に物事を捉える力や論理的思考力や表現力や将来にわたっ

て生きて使える学力の育成を図る。 

③ 新学習指導要領の理念や高大接続改革教育についての知見を

高めると同時に、授業改善に取り組み、生徒の自己実現を支援

する授業力・進路指導力の向上に努める。 

ア 教科会の定例開催によって「林窓」に則り、探究活動を意識し

た授業を実施し、基礎基本を培う鍛える授業・双方向の授業を展

開し、教材や課題プリント、考査問題の共有化を図り、教員相互

の授業力を向上させる。考査問題も含め、観点別評価を見据えて

評価をどうすべきなのか、検討する。 

イ Teamsの活用は必須とし、オンライン・オンデマンド授業も含

めて、言語能力の向上、コミュニケーション能力の向上、探究す

る力の伸長を目指し、図書館の活用の推進や調べ学習、グループ

ワーク、課題解決学習、実技、実験、実習、プレゼンテーション、

レポート作成の指導、ＩＣＴの活用等に取り組む。 

ウ 校外の研修会に積極的に参加し、自らの知見を高める努力をす

ると同時に、生徒による授業評価を実施し、授業改善に還元し、

指導教諭を中心に、相互の授業見学（授業公開週間などの設定）

や研究協議等の校内研修を充実させ、定期的な教科主任会議によ

って、組織的な授業改善に取り組む。４技能の英語教育を充実し、

英語をツールとして使える人材を育て、大学入学共通テストにも

対応する力を養う。 

数値目標 ○学校評価アンケート「学習指導の満足」の生徒肯定評価８５％ 

今

年

度

の

取

組 

各

学

年 

３年間を見通した、継続的・計画

的な指導を通じて、生徒一人一人

の高い志に根ざした進路希望の実

現 

① 第一志望の進路実現を果たすために、主体的な学びを推進し、

基礎基本の学力の確実な定着を図る。 

② 品位ある生活習慣や自己管理できる態度を育成し、心身の健

康と安全に配慮し、自律的な学校生活が送れるように指導する。

施設設備面や人間関係において、生徒が安心安全な学校生活が

送れるよう、様々な視点で学習環境を整える。 

③ 国際理解教育や進路指導を通じて、生徒が将来を考え、自ら

の進路を選択し、決定していく支援を行う。 

ア 「林窓」「合格への道」に基づき、生徒一人一人の進路実現に

向け、計画的な学習指導・生活指導・進路指導を行う。 

イ 学校行事や部活動の活性化により、学校への帰属意識の向上と

達成感・成就感を伸張させる。面談やＨＲ活動を通じて、生徒理

解に努め、生徒が安全に安心して意欲あふれる学校生活を送れる

ように指導する。カウンセリングや面談を活用し、発達障害等の

特別な支援が必要な生徒を把握し、適切な生徒指導に生かす。 

ウ 生徒の個人データや学年通信・集会等を活用し、様々な挑戦の

場を示し、進路意識の啓発に努め、高い志の進路実現を支援する。 

 

数値目標 ○学校評価アンケート「学校入学満足」の生徒肯定評価９０％ 

今

年

度

の

取

組 

教
務
部
・
教
育
情

「高い志の進路希望」の実現を図

る特色ある教育課程を管理 

① 「高い志の進路指導と国際理解教育」を推進する教育課程を、

進路指導部・国際教育部と協働して管理する。 

② 「Society5.0に向けた学習方法研究校」として、新しい学び

の中での探究活動を重視した教育課程の実践を図る。 

③ 公平公正な入学選抜を実施し、本校の教育理念に賛同する優

秀な人材を集めるとともに、適切な学籍管理によって信頼に応

ア 国際理解教育と進路指導に配慮し、本校の教育目標達成のため

に適正に学校行事を管理する。 

イ 新学習指導要領を見据え、確かな学力の定着と第一志望の進路

実現を可能にし、「知的探究イノベーター推進事業」の経験に基

づき、探究活動を重視した教育課程を実践する。 
ウ 推薦選抜・学力検査一次・帰国生入試等の入選業務を適切に遂
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報
部 

える。 行する。学籍・成績等の生徒の諸情報を、成績管理サーバーの活
用によって適切に管理する。 

数値目標 ○入学選抜業務に関する事故ゼロ    ○「新学習指導要領実施までのスケジュール」の遂行 

今

年

度

の

取

組 

生

活

指

導

部 

学校生活全体を通して、集団や社

会の一員として、自律・自立した

生徒の育成。 

① 「時を守り、場を清め、礼を正す」指導を推進し、品位ある

学校生活を維持する。 

② 行事・部活動等の支援体制を整備し、生徒が主体となって運

営し、達成感と成就感を得る特別活動の充実を図る。 

③ 相互の人権を尊重し、自他の生命を大切にする教育を行うと

共に、生徒の防災教育を推進する。 

ア 「三田高校生活指導統一基準」に基づき、生徒に、「規範・規

律」の意識を確立させ、遅刻防止指導・身だしなみ指導・挨拶励

行等の基本的な生活習慣を確立し、品位ある学校生活を送るよう

に指導する。 

イ 主体的に学習及び体育祭・白珠祭・合唱コンクール等の学校行

事、ＨＲ活動・生徒会活動・委員会活動等の特別活動の両立を果

たし、文武両道の学校生活を営めるよう指導する。 

ウ 「ＳＮＳ三田高ルール」「ＳＮＳ家庭ルール」を徹底し、ネッ

ト社会の情報モラルを涵養し、自他共に安心安全に過ごせる学校

環境を保つ。 

数値目標 ○学校評価アンケート「学校行事」の生徒肯定評価８５％  ○遅刻の前年度比の減少 

今

年

度

の

取

組 

保

健

部 

生徒の自己管理能力を育成し、健

康で安全を心がける生徒の育成 

① 清掃や校内美化の指導を通して、自らの学習習慣を整える態

度、社会性や公共心を育成する。 

② 心身の健康管理や食育等を通して、学力の基礎となる健全な

生活習慣の確立を図る。 

③ 情報交換会、研修等を企画運営し、生徒理解に基づいた学習

指導・生活指導を支援する。 

ア ＳＤＧｓの理念に基づき、リサイクル等の環境に配慮したゴ

ミの分別を促す指導を推進する。 

イ 自己の健康管理に留意し、進んで、新型コロナウイルス・イ

ンフルエンザ等の感染予防に努め、健全な生活習慣の確立を促

す指導や、スマートフォンによるゲーム依存症等の睡眠不足予

防、人間関係に起因する心の不安定を解消する指導を推進する。 

ウ 担任・生活指導部・スクールカウンセラー・精神科医と連携

し、いじめ防止・特別支援教育・通級による指導・発達障害・

性的マイノリティへの理解指導を推進する。 

数値目標 ○５月中旬までに１年生入学時全員面接終了   ○生徒理解のための研修開催（年２回以上） 

今

年

度

の

取

組 

進

路

指

導 

部 

教養人の育成を目指すことによ

る、「高い志の進路実現」 

① 学年と連携を図り、生徒一人一人の「高い志の進路実現」に

向け、計画的・意図的に進路情報を提供し、段階的・系統的な

進路指導を実施する。 

② カリュキュラムマネジメントの中核として、教育改革の変化

を迅速に捉え、本校の教育改善に資する提案・提言を行う。 

③ 進路指導室、図書室の資料を整備・充実させ、将来や進路を

考える糧にできる資料を提供する。 

ア 「教師版進路の手引き」を有効活用するよう教員集団を主導し、

本校の「ブレない」進路指導を実践し、生徒一人一人の進路実現

＝志望校合格を支援する。 

イ 新学習指導要領対応の授業改善、大学入試改革に対応する進路

指導、教育課程実践に向けた作業の支援に積極的に関与する。 

ウ 主体的な学習・探究的な活動のベースとしての図書室の充実、

都立中央図書館・港区立三田図書館の活用を促し、読書指導の充

実を推進し、生徒の読書量を向上させる。 

数値目標 ○進学実績の維持 
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今

年

度

の

取

組 

 

国

際

教

育

部 

本校の特色である国際理解教育の

推進によって、生徒の幅広い「高

い志の進路実現」 

① 各学年、進路指導部と連携を図り、「高い志の進路実現」の土

台となる国際理解教育を系統的・計画的に推進する。 

② オリンピック・パラリンピック教育の推進や生徒の海外交流

の場を確保して、積極的な活動を支援する。 

③ 帰国生徒の本校における学校生活を支援する。 

ア （海外）修学旅行、国際理解シンポジウム、国際理解講演会、

留学生が先生、グローバル市民デーを学年と連携して企画運営

し、ユネスコ委員会・国際理解委員会を組織し、生徒の主体的な

活動を支援し、国際理解教育を推進する。 

ユネスコスクールＳＤＧｓアシストプロジェクトに取り組む。 

イ 各教科と連携し、教育活動に、オリンピック・パラリンピック

教育を浸透させていく。英語科と連携し、MITAESPA，次世代リー

ダー育成道場等の海外留学の支援、海外からの訪問団の受け入れ

等の海外交流の調整や企画・運営を行う。 

ウ 帰国生徒の個性を尊重した活躍の場を提供し、全生徒の国際感

覚を養う。 

数値目標 ○学校評価アンケート「世界に向けて視野を広げる教育」の生徒肯定評価８０％ 

今

年

度

の

取

組 

庶

務

部 

地域に開かれた学校作りと学校環

境の整備の推進 

① ＰＴＡ・同窓会・後援会との連携を深め、教育環境の充実に

努める。 

② 効果的な広報活動を推進し、教育活動を周知するとともに、

募集対策を実施する。 

③ 式典の挙行・施設整備の整備等を推進する。 

ア 年３回の学校運営連絡協議会を開催し、学校評価アンケートを

実施し、ＰＴＡ・同窓会・後援会・地域の関係機関および有識者

の声を学校教育に活用する。 

イ 生徒の活躍を前面に出した広報活動と、ホームページの迅速な

更新と内容の充実で、魅力ある学校広報を推進する。また、ＳＤ

Ｇｓやエシカルな行動などの情報発信を多くし、保護者に対して

も学校の見える化を促進していく。 

ウ 適正な教育課程に基づき式典を挙行する。 

数値目標 ○校内説明会参加者数延べ５０００人      ○応募倍率２倍の維持 

今

年

度

の

取

組 

経

営

企

画

室 

 

学校経営へ積極的に参画し、円滑

な教育活動の支援 

① 経営参画ガイドラインにより、経営参画型の事業を推進する。 

② 自律経営推進予算と推進校予算を効果的に組み合わせ、最大

限の教育効果を上げる。 

③ 校内の施設・設備の整備を推進し、学習環境を保全する。 

ア 教職員と連携を図り、マイナンバーカードを始めとする保有

個人情報等を安全に管理する。 

イ 予算を有効に活用し探究学習・国際理解教育を支援し、感染

症対策の徹底を図る。 

ウ 体育館空調設置工事を計画どおり、安全に配慮して実施する。 

数値目標 ○「ガイドラインステップ３」まで達成     ○予算執行におけるセンター執行率６０％ 

○電子起案率９０％以上 

 


